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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 会津地方は積雪地帯であるために、小麦の収量性が福島県内で最も低い地域であり、  子実のタン
パク質含量も他の地域より低い傾向にある。これを改善するため、基肥に  肥効調節型肥料を用い、
出穂期追肥を組み合わせることにより、会津地方においても、  高収量・高タンパク質小麦の生産がで
きる。

(1) 肥効調節型肥料（LP40：40日溶出タイプ）を10月上旬に基肥として施用した場合、 幼穂形成始
期で50％程度、出穂期で75％程度の窒素が溶出する（図１）。

(2)
標準施肥（基肥に化成肥料を窒素成分で1.0kg/a、幼穂形成始期及び出穂期に硫安を 窒素成
分で各0.3kg/aを施用）に対し、肥効調節型肥料（LP40）を基肥に施用すること により、越冬後
の茎数や穂数が多くなり、葉色も維持される（図２、３）。

(3) 収量は、標準施肥に比べて、肥効調節型肥料の基肥1回施用の場合、窒素成分で1.6  kg/a
施用すると4割程度、1.0kg/a施用すると3割程度増収する（図４）。

(4) 子実の粗タンパク質含量は、肥効調節型肥料の基肥1回施用のみでは低くが、出穂期  追肥
（窒素成分で0.3kg/aを施用）を組み合わせることにより、標準施肥並みに高まる  （図４、５）。

(5)

２ 期待される効果

 会津地方の小麦生産において、収量性向上と高タンパク化が図られることにより、  実需者の要
望に適合した高品質小麦の安定供給が可能となる。

３ 適用範囲

 会津平坦部

４ 普及上の留意点

(1) 対象地域は会津平坦部（長期積雪日数が概ね100日以内）とする。

(2) 対象品種は「ゆきちから」とする。 

Ⅱ具体的データ等



注）図２，３の凡例及び図４，５の横軸の標記のうち、「標準施肥」は化成肥料を用いた追肥 体系（窒素
成分で基肥1.0kg/a、幼穂形成始期及び出穂期に各0.3kg/a）、「LP40」(肥効調節 型肥料)は基肥一発
施肥体系で数値はａ当たりの窒素施用量。「LP40 1.0kg+出穂期追肥」は 出穂期に硫安を窒素成分で
0.3kg/a上乗せ施用。播種期は10月5～6日。 
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